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 次に, Gが無限次元の場合,すなわちモデル Pがセミパラメトリックな場合において,θに対する
推定問題を考えた.まず,セミパラメトリックモデルやノンパラメトリックモデルに対する接空間
の概念を導入した.この接空間を利用して,セミパラメトリックモデルをパラメトリックモデルの
拡張として考え,θに対するスコア関数と有効影響関数の関係を示し,有効推定量を構成した.さら
に,パラメータが Pの関数として表される場合に対して,曲線（経路）の微分を通して,情報量下限
を達成するような有効推定量の構成問題を考えた.具体例として,モデル P に制約がある場合にお
ける,平均の推定に対して,Hilbert 空間内での接空間への射影を通して,有効な推定量を構成し,漸
近分散の減少を確認した.さらに,モデルがセミパラメトリックな場合において,モデル Pをパラメ
トリックな集合とノンパラメトリックな集合による和集合と考えることによって,スコア関数と
有効影響関数と情報量下限との関係を考察した. 
 
